
COOL CHOICEかわさきセミナー

令和２年２月３日
川崎市環境局地球環境推進室担当課長 喜多 智英

1



COOL CHOICE（クールチョイス）とは
●省エネ・低炭素型の「製品」「サービス」「ライフスタイル」など
地球温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」をしていこうという取組

●国の温暖化対策推進計画において、2030年までに家庭部門のCO2排出量
４割削減を達成するための「国民運動」として位置付け

●2020年までに600万人の個人、40万団体の賛同登録を目指す※

※令和元年11月30日現在
個人賛同数：6,953,995人
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COOL CHOICEアクション例



COOL CHOICE かわさき
●2016年 川崎市、CC川崎エコ会議、川崎商工会議所など賛同登録

●従来から推進している地球温暖化対策事業に加えて、2017年度から
本格的に「COOL CHOICEかわさき」事業を展開

●2018年3月川崎市地球温暖化対策推進計画改定。
2008年策定の「CCかわさき（カーボンチャレンジ川崎エコ戦略）」に
新たにCOOL CHOICEの意を加え、推進していくことを明記

●市地球温暖化防止活動推進センター、CC川崎エコ会議、川崎商工会議所等
と連携して取組を推進中
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COOL CHOICE かわさき事業紹介①
 普及促進コーナー
●市内の様々なイベントに出展し、COOL CHOICEをPR（年間15回以上）
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COOL CHOICE かわさき事業紹介②
 CM放映

 セミナーの開催

●川崎フロンターレ小林悠選手がCOOL CHOICEを呼びかけるCMを
2017年に制作

●アゼリアビジョン、南武線トレインビジョンなどで放映

●川崎商工会議所と連携してセミナーを開催
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COOL CHOICEかわさきセミナー
2020年2月3日（月）＠川崎商工会議所会議室
講師：国立環境研究所地球環境研究センター

副センター長 江守 正多 氏



COOL CHOICE かわさき事業紹介③
 謎解きゲーム「エコちゃんずとナゾを解こう！」
●タイムマシンに乗って2100年の川崎市から現在にさかのぼりながら、
温暖化対策やCOOL CHOICEに関わるキーワードを集めていくストーリー

●フロンターレの試合と同時開催のエコ暮らしこフェアや、ラゾーナ川崎
プラザで開催した企業連携イベント等で実施
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COOL CHOICE かわさき事業紹介④
 中学校美術部とコラボしたCOOL CHOICEアート
●市立中学校美術部に協力いただき、市内製品「キットパス」を使用した
COOL CHOICEアートが完成

●かわさき環境フォーラム、
川崎国際環境技術展で展示
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COOL CHOICE かわさき事業紹介⑤
 高津高校書道部による書道パフォーマンス
●ウォームシェアイベントとして、高津高校書道部と共に書初め大会＆書道
パフォーマンスを実施
●ライブパフォーマンスにより、気候変動に関する作品を作成
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COOL CHOICE かわさき事業紹介⑥
 インフルエンサーを活用したWEBプロモーション
●COOL CHOICEの重要事項でもある「エコ住宅」をテーマに設定
●まちづくり局が勧める「エコリノベ川崎」とも連携して、DIYによる断熱
リフォームを促進

DIY系You Tuber あずみ向上委員会
YouTubeへの公開から一か月で
再生回数２.５万回超
※「COOL CHOICE かわさき」特設サイトやTwitterを活用して発信
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COOL CHOICE かわさき事業紹介⑦
 「COOL CHOICEかわさき」特設サイト、Twitter

クールチョイスかわさき

特設ポータルサイト Twitter

@cc_kawasakicity
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● COOL CHOICE かわさきイベント情報等を随時更新
● 特設サイトには、You Tube動画の貼り付けやCOOL CHOICEアートの
掲載等実施



ひろげよう COOL CHOICE

●かわさきＦＭ 79.1Hz 隔週火曜日14:30～15:00
「COOL CHOICE☆かわさき」放送中

特設ポータルサイトから
クールチョイスへの賛同登録を
お願いします！

●これまでの取組により、市内で約２万5千人が賛同登録

市内温室効果ガス30%削減に向けて、
まだまだ多くの方のご賛同、
“賢い選択”の実践が必要です。
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脱炭素 福田市長インタビュー

●内容一部抜粋

川崎市の福田紀彦市長は神奈川新聞社のインタ
ビューに応じ、「2020年は脱炭素社会に向けた
具体的な取り組みに挑む年にしたい」と抱負を
述べた。
…「地球環境が危うい。経済活動にも大きな影響
を与えている。COP25でも日本の立ち位置が問
われた。環境先進都市を標榜している市として、
脱炭素社会の取組を具体的に進めたい。単なる宣
言ではなく、スキームを作り、市民に示したい。
電力をすべて再生可能エネルギーで賄うことを目
指す『RE100』への加盟社が日本でも増える中、
企業が果たしてこのまま川崎にいてくれるか。危
機感を持っている。」
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 2020年１月５日（日）神奈川新聞より



御清聴ありがとうございました

13


